
病院局次期中期経営計画策定に向けて

１ 従来の評価方法１ 従来の評価方法 従来の中期経営計画では、成果指標の評価をベースに、成果指標の評価以外の状況も勘案して
取組、取組項目を評価し、取組課題として総括する。
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病院局次期中期経営計画策定に向けて

２ 従来の評価方法の特徴２ 従来の評価方法の特徴

取組課題１ 医療機能の充実・強化

取組項目(1) 救急・災害医療機能の強化

取組内容① 救命救急医療の充実

救急車搬送件数の増加を目指すた
め、・・・に取り組む。

成果指標
・三次救急搬送患者応需率
・救急自動車搬送受入台数

取組内容と成果指標が一対一でつながっ
ており、わかりやすいが、成果指標が一
つの取組内容に制限される。

実際には取組内容と成果指標は
一対一ではなく、他の取組内容
も影響する。

取組内容① 医療従事者の確保

取組課題２ 医療の質と患者サービスの向上

取組項目(1) 人材の確保と育成の推進

成果指標
・職場に対する総合的な職員満足度
・レセプト査定率

取組内容④ 医療機能再編整備の推進

取組課題１ 医療機能の充実・強化

取組項目(5) その他の医療提供体制の強化

成果指標
なし

救急科医師の確保は、
「救命救急医療の充実」
の成果指標に効果が出る
が、「医療従事者の確
保」の成果指標には成果
が出ない。

取組内容が適切に
評価できない。

従来の評価方法では、取組内容が適切に評価できない場合がある。
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３ 新たな評価方法のイメージ３ 新たな評価方法のイメージ

3

取組内容を評価するための客観的な指標、成果指標を実現するための
活動指標・補足的指標などを設定。
なお、これらの指標は直接的には評価せず、後段の「自己評価」を行
う際に参考指標として活用する。この指標は必要に応じて、計画期間
中にも追加、変更できるものとする。

取組内容と詳細に関する記載

取組内容に関連する成果指標
別途用意する共通成果指標（案）から選択する。

成果指標を実現するための主な取組について箇条書きで記載

活動期間終了後（翌年度）に成果指標に対する効果と成果指標以外の
状況も勘案して評価を行う。

一つの取組内容に対して、複数の関連する成果指標を設定する。
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４ 共通成果指標案４ 共通成果指標案

「取組課題１ 医療機能の充実・強化」に関連深い成果指標
手術件数
救急車搬送件数
重症度、医療・看護必要度
救急車応需率
１日平均入院患者数
１日平均外来患者数
外来患者割合
ＤＭＡＴ出動数
災害訓練の実施
新興感染症への対応
放射線治療延患者数（がん拠点）
化学療法延患者数（がん拠点）
緩和ケア新規介入患者数（がん拠点）

「取組課題２ 地域完結型医療の推進」に関連深い成果指標
平均在院日数
紹介率
逆紹介率

「取組課題３ 効果的・効率的な運営体制づくり」に関連深い成果指標
医師の時間外９６０時間超え人数
看護職員離職率
資格取得件数
研修実施件数
学会発表件数
論文発表件数
治験協力件数
職員満足度

「取組課題４ 患者に優しい病院づくり」に関連深い成果指標
患者総合満足度（入院・外来）

施設向け教育プログラム開催回数
国際化への対応（ＪＭＩＰ登録など）

「取組課題５ 更なる経営基盤の強化」に関連深い成果指標
医師一人当たり稼働額
医業収支比率
現金預金残高
医業費用
薬品費対医業収益比率
診療材料費対医業収益比率
職員給与費対医業収益比率
委託額医業収益比率
医業収益
入院診療単価
外来診療単価 4
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５ 成果指標と取組内容の関係５ 成果指標と取組内容の関係

各病院共通の成果指標
各病院共通の施策体系につながる個別の取組内容

取組課題１ 医療機能の充実・強化

取組項目(1) 救急・災害医療機能の強化

取組内容(1) 救命救急医療の充実

救急車搬送件数の増加を目指すた
め、・・・に取り組む。

◇◇◇◇ 目標〇件以上 実績◇件 未達成
□□□□ 目標〇件以上 実績□件 未達成
〇〇〇〇 目標〇件以上 実績〇件 達成
▽▽▽▽ 目標〇件以上 実績▽件 達成
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
手術件数 目標〇件以上 実績△件 達成
救急車搬送件数 目標〇件以上 実績▽件 未達成
１日平均入院患者数 目標〇件以上 実績◇件 未達成
紹介率 目標〇件以上 実績〇件 達成
・・・

評価

〇〇について、取組、成果指標
□□に大きく貢献した。一方、成
果指標△△については、◇◇の影
響により、十分な成果は得られな
かった。

「関連する成果指標」、「具体的な取組（活動指標）」を参考
に、外部要因などの定性的評価を加え、総合的に評価する。

病院の取組に対する評価を表す。
 行った取り組みが成果指標につながった場合。

 良い取り組みであり、継続する。
 行った取り組みが成果指標につながらなかった場合。

 取組や活動指標の見直しの検討。
 成果指標には直接つながらなかったが継続すべき取組み。

関連する成果指標

具体的な取組
（活動指標）
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6

取組課題 1 2 3 4 5

取組項目 （１） （２） （３） （４） （１） （１） （２） （１） （２） （１） （２） （３）

番
号

取
組
課
題

共
通
成
果
指
標
案

救
命
救
急
医
療
の
充
実

災
害
医
療
機
能
の
維
持

そ
の
他
の
救
急
・
災
害
医
療
機
能
の
強
化

集
学
的
治
療
の
推
進

緩
和
ケ
ア
医
療
の
推
進

相
談
体
制
等
の
充
実

そ
の
他
の
が
ん
診
療
機
能
の
強
化
・
拡
充

感
染
症
医
療
の
確
保

チ
ー
ム
医
療
の
推
進

そ
の
他
の
高
度
・
専
門
医
療
の
確
保
・
充
実

医
療
安
全
対
策
の
推
進

院
内
感
染
対
策
の
推
進

そ
の
他
の
医
療
安
全
の
確
保
・
向
上

地
域
医
療
連
携
の
推
進

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

そ
の
他
の
地
域
完
結
型
医
療
の
推
進

医
療
従
事
者
の
安
定
的
な
確
保

職
員
の
専
門
能
力
の
向
上

そ
の
他
の
人
材
の
確
保
・
育
成
の
推
進

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

タ
ス
ク
シ
フ
ト
の
推
進

そ
の
他
の
働
き
方
・
仕
事
の
進
め
方
改
革
の
推
進

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
積
極
的
な
情
報
発
信

相
談
体
制
の
強
化

そ
の
他
の
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

市
民
に
対
す
る
医
学
知
識
の
普
及
啓
発

脱
炭
素
に
向
け
た
取
組

そ
の
他
の
地
域
・
社
会
へ
の
貢
献

収
入
確
保
に
向
け
た
取
組
の
推
進

経
費
節
減
に
向
け
た
取
組
の
推
進

経
営
管
理
体
制
の
強
化

高
額
医
療
機
器
の
計
画
的
な
更
新

4 1 手術件数 〇 〇 ◎ 〇 ◎ ● ● ● 〇 〇 ● ● ● ● ◎ ◎

5 1 救急車搬送件数 ◎ 〇 ● 〇 ● ◎ ● ● ● ● 〇

7 1 重症度、医療・看護必要度 ● ● 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇

11 1 救急車応需率 〇 〇 ● ● 〇 ◎ 〇 ● ● ● ●

20 1 １日平均入院患者数 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ◎ 〇

21 1 １日平均外来患者数 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇

22 1 外来患者割合 〇 〇 ◎ 〇 ● ● 〇

32 1 その他社会貢献（ＤＭＡＴ出動数等） ◎ 〇 ● ● ● ● ●

33 1 災害訓練の実施 ◎ 〇 ● ●

34 1 新興感染症への対応 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ●

37 1 放射線治療延患者数（がん拠点） ◎ 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 ● 〇

38 1 化学療法延患者数（がん拠点） ◎ 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇

39 1 緩和ケア新規介入患者数（がん拠点） ◎ ◎ 〇 ◎ ● 〇 ●

1 2 平均在院日数 ● ● 〇 ◎ ◎ 〇 ● 〇 〇

2 2 紹介率 ◎ 〇 ●

3 2 逆紹介率 ◎ 〇 ●

8 3 医師の時間外９６０時間超え人数 〇 ● ● ● 〇 ● ◎ 〇 ● 〇

9 3 看護職員離職率 〇 ● ◎ 〇 ●

25 3 資格取得件数 〇 ◎ ●

26 3 研修実施件数 〇 ● ◎ ● 〇 ●

27 3 学会発表件数 ● ◎ ● ●

28 3 論文発表件数 ● ◎ ● ●

29 3 治験協力件数 ● ● ◎ ● ● 〇

35 3 職員満足度 〇 ● ● ◎ ● ●

10 4 患者総合満足度 ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ◎ ● ● ●

30 4 市民向け教育プログラム開催回数 ● 〇 ● ◎ ●

31 4 施設向け教育プログラム開催回数 ● ● 〇 ● ◎ ●

36 4 国際化への対応 ● ● ◎

6 5 医師一人当たり稼働額 〇 ● 〇 ● ● ● 〇 〇 ● ● ◎

12 5 医業収支比率 〇 ● 〇 ● ● ● 〇 〇 ● ● ◎ ◎

13 5 現金預金残高 〇 ◎

14 5 医業費用 〇 ● 〇 ● ● ● 〇 ● ● ◎ ◎

15 5 薬品費対医業収益比率 ● ● ● ◎

16 5 診療材料費対医業収益比率 ● ● ● ● ● ◎

17 5 職員給与費対医業収益比率 〇 ● ● ● ● ◎

18 5 委託額医業収益比率 ◎

19 5 医業収益 〇 ● 〇 ● ● ● 〇 ● ● ● ◎ ◎ ◎

23 5 入院診療単価 ● 〇 ● ● 〇 ● ● ● ◎

24 5 外来診療単価 ● 〇 ● ● 〇 ● ◎

◎影響の大きい項目
〇影響ある項目
●影響する可能性のある項目

６ 成果指標と取組課題・取組項目・取組内容との関係６ 成果指標と取組課題・取組項目・取組内容との関係
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